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●アジ研といえば統計、統計といえばアジ研
アジ研は、アジアのみならず、世界の開発

途上国、そして経済のみならず社会全般を研

究しています。図書館は、これら開発途上国

資料の専門図書館として資料収集に励んでい

ます。特に統計資料については、過去から現

在まで、一貫して収集に力を注いできまし 

た。

各国の人口統計、社会・経済統計…。統計

は各国の状況を知るのに欠かせない資料で

す。2000年以降、途上国についても、ほと

んどの国がネットにこれらの統計を無料公開

するようになりました。それでもアジ研図書

館はハードコピーを可能な限り買い続けてい

ます。無料で公開されているものを購入する

のは「無駄」ではないのか？そんな批判が聞

こえてきそうですが、もちろん無駄遣いして

いるのではありません。ネットで公開されて

いるものはおおむね過去 10年以内のもので

す。それ以前のものを見たいと思ったら、相

手国に交渉する必要があるかもしれません。

データがきちんと保管されているかどうか、

簡単に見せてくれるのかもわかりません。ま

た、公開されているデータは汎用性の高い英

訳されたマクロデータのみのこともあります

し、逆に詳細データのみアップロードされて

いて、求めるデータを探しにくいこともあり

ます。さらに、先進国ではきちんとアーカイ

ブズ化されているところもありますが、途上

国の場合、古いデータは順次消去されていく

場合も少なくありません。

このように、過去の統計データにあたりた

い場合、最終的にはハードコピーに頼らなけ

ればならないケースがほとんど。その際、欠

号がないことも重要です。統計データは連続

性があることで分析できるからです。

最近では「ネットで公開されているから」

として、ハードコピーの出版部数を大幅に減

少させる国が増えてきました。また、販売を

やめてしまう国も多くあります。そのような

中にあっても、アジ研図書館では欠号がでな

いよう、あの手この手でできる限りの収集を

続けています。過去からの膨大で継続的な

「統計コレクション」があるのは（たぶん）

日本ではアジ研だけ！これを利用しない手は

途上国資料の宝庫

「アジ研利用の手引き」、栄えある第一回目はアジ研図書館です。アジ研をとことん利用するための入り
口として、図書館は最適です。アジ研図書館の目玉、「統計」に焦点をあてて、アジ研を使い倒すための
極意を伝授します。

能勢　美紀
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ありません。

●地域別対応のレファレンス
アジ研図書館には、地域別に専門性をもっ

たライブラリアンがいます。これも（たぶ

ん）日本ではアジ研だけ！専門とする地域に

ついて日々勉強し、資料収集、レファレンス

に活かしています。地域の資料に精通したラ

イブラリアンが対応するレファレンスも、利

用しない手はありません。ここでは過去にい

ただいたレファレンスから「アジ研ならで

は」の一押しレファレンスをご紹介します。

・「タイの地域別の、年代別人口、地域別出

生率、男女別労働力率を知りたい」

このレファレンスに対して、当館では所蔵

する統計資料を利用して回答しています（詳

細な回答についてはアジ研図書館のウェブサ

イトをご覧ください。http://www.ide.go.jp/

Japanese/Library/Faq/thai.html）。

資料を紹介する際には、その資料の特徴や

利用方法、注意点などがあれば併せて紹介す

るようにしています。

他にも、「資料を読んでいて引用されてい

る文献、検索してもみつからない…。どこ

にあるの !?」といったときも一人で悩まずに、

相談してみてください。資料探しのお手伝い

をします。下記は実際にあったお問い合わせ

の一つです。

・「外務省の内部資料がみつからない」

『アジア経済』第 23巻第 1号（1982年）

に収録されている高橋和夫氏の論文、「クル

ド問題とイラン・イラク関係、1972～ 75」

で言及されている坂本勉「クルド民族運動の

系譜」（内部資料 1980年 2月。外務省中近東

第 2課のための委託研究）はどこに所蔵され

ているのか？また、クルド人についての関連

する資料は？というレファレンスをいただき

ました。外務省の内部文書については、原課

での保存年限満了後、現用文書でないものに

ついては外交史料館に移管されるか廃棄され

るようで、残念ながら、当該文書については、

外交史料館に所蔵されていませんでした。た

だ、関連する資料については、イラク・ク

ルド関係の外交関係資料が 4冊分外務省よ

り移管されていることがわかったため、こ

れを回答しています（http://www.ide.go.jp/

Japanese/Library/Faq/mide.html）。

このように、「どうやって調べたらいいの

かわからない」、「調べてみたものの、途中で

行き詰ってしまった…」、というときは、是

非アジ研図書館のレファレンスをご利用く

ださい（http://www.ide.go.jp/Japanese/

Library/Info/service.html）。

気分転換に、開放的な図書館での閲覧利用

もおすすめです。

（のせ　みき／アジア経済研究所　図書館）

アジア経済研究所図書館
http://www.ide.go.jp/Japanese/Library.html

【最 寄 駅】JR 京葉線海浜幕張駅 徒歩 10 分
【開館時間】10:00 ～ 18:00
【休 館 日】第 2・4・5 土曜、日曜、祝日、月

末、年末年始
【電話番号】043-299-9716


